
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

河村又介教授『直接民主政治』

宇賀田, 順三

https://doi.org/10.15017/14498

出版情報：法政研究. 5 (2), pp.251-377, 1935-03-31. 九州大学法政学会
バージョン：
権利関係：



河
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順

三



一
九
三
三
年
十
月
五
日
ラ
ィ
プ
チ
ッ
ヒ
に
於
け
る

ナ
チ
ス
法
學
者
聯
盟
第
四
次
大
會

は
、
ナ
チ
ス
政
権
下
に
於

い

て
は
第

一
次
大
會
と
し
て
、

ヒ
ッ
ト
ラ
奮
政
権
に
依
る
法
律
思
想
統
制
の
た
め
に
華

々
し
く
基
行
さ
れ
た
、

こ
の
日

一
萬

二
千
の
法
學
者

の
前

で
示
し
た
フ
ラ

ン
ク
の
演
説
に
は
次
ぎ
の
よ
う
な
言
葉
が
用

ゐ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
デ

モ
ク
ラ
テ
イ
す
の
排
撃

は
猫
う
ナ
チ
ス
政
権
に
依
る
法
律
思
想
統
制
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
も

の
で
な
く
、
そ
の
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
、
獨
逸
以
外
の
他

の
國
に
於

い
て
も
亦
存
在
す
る
も
の
で
あ

る
、
こ
れ
を
日
本

に
就

い
て
み
る
も
、

一
般
社
會
は
勿
論
學
界
に
於

い
て
も

亦
デ

モ
ク
ラ
テ
ィ
ー
排
撃
の
所
論
が
行
は
れ
て
居
る
、
と

河
村

又
介
教
授
「
直
接

民
主
政
治
」

(
宇
賀

田
)

(
第
五
巷

第

二
號

三
五
三
)

三
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拘
村
又
介
殺
授
「直
接
民
主
政
治
」
(宇
賀
田
)

(第
丑
巻

第
二
魏

三
五
四
)

四

い
ふ
時
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

『
直
接
民
主
政
治
』

と
題
せ
ら
れ
尤
河
村
教
授

の
勢
作
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
來
泥
の

で
あ
る
、
そ
れ
は
現
在
の
社
会

の
潮
流
と
飴
う
に
も
野
立
的
な
意
義

を
持

っ
禿
著
作

で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、・
わ

れ
わ
れ
學
界
に
あ
る
者
に
と

つ
て
は
、
異
常
な
關

心
と
興
昧
と
を
持
ち
得
る
庭
の
内
容

で
あ
る
、
妓
に
、
そ
の
紹
介

の
榮
を
與

へ
ら
れ
た

の
を
機
會
に
、
本
書
を
讃
了
し
て
得
禿
庭

の
も

の
を
書
き
と

讐
め
よ
う
。

二

先
づ
、
本
書

の
概
要
を
み
よ
う
。

本
書
は
、
日
本
評
論
肚
登
行

の
現
代
政
治
學
杢
集
第
十
五
巻
と
し
て
昭
和
九
年
十
二
丹
に
知
行
さ
れ

て
ゐ
る
、
菊

到
四
五
〇
頁
、
河
村
教
授

に
依
れ
ば
、
現
代
政
治
學
全
集
に
於

い
て
、
河
村
教
授
の
引
受
け
ら
れ
尤
部
分

は
憲
法
比

較
論

で
あ

つ
た
が
・
特
に
・
議
會
政
治
行
詰
蚤
の
打
開
策
と
し
て
世
の
注
目
を
惹

い
て
ゐ
る
帥
坤
椥
勲
と
騨
脚

伽
灘

と
の
問
題
を
主
と
し
て
取
扱
れ
る
意
圖

で
あ
ら
れ
だ

(同
書
序
文
)、
し
か
る
に
、
國
民
投
票
(
即
ち
直
接
民
主
政
治
)
の

部

分
だ
け
で
、
既

に
豫
定
の
紙
歎
に
到
達

せ
ら
れ
、
且
、全
集
中

の
他

の
著
作
と
の
関
係

も
あ

つ
て
、最
初
の
憲
法

比

較
論
を
棄

て
ら
れ
て
、
新
な
る
書
名
を
と
ら
れ
た
の
で
あ
る

(同
書
序
文
)、
唯

々
書
名

に
、
直
接
民
主

政
治
を
と
ら
れ

て
、
直
接
立
法
乃
至
國
民
投
票

の
語
を
と
ら
れ
な
か

つ
π
の
は
、
直
接
民
主

政
治
が
、
比
較
的
普
及
し
て
ゐ
る
と

い



ふ
意
響
で
あ
ら
れ
蚤
ら
し
い
(同
書
序
文
)。
元
馨
、
國
民
投
票
乃
至
直
接
民
韮
政
治
に
關
す
る
文
献

は
、
日
本
に
於

い

て
極
あ
て
稀
で
あ
る

(同
書
序
文
)。
し
か
る
に
、
河
村
教
授

は
、

ヒ
の
黙
に
於

い
て
,
駕
の
稀
な
交
献
を
充
分
に
満
力
、

さ
れ
尤
ば
か
釦
で
な
く
、
更
に
、
職
能
代
表

の
勢
作
を
も
登
表
す
べ
く
企
圖
せ
ら
れ
る
如
く

で
あ

る
。
職
能
代
表
に

關
す
る
文
献

も
亦
日
本
に
於

い
て
は
極
め
て
少

い
。
從

つ
て
、
こ
の
點

に
於

い
て
も
亦
本
書

の
姉
妹
篇
と
し
て
河
村

教
授
の
輝
か
し

い
業
績

の
生
れ
出
づ
べ
き

こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
期
待
し
て
止
ま

臓
慮
で
あ
る
。

次
ぎ
に
本
書

の
内
容
に
㎞胸
れ
.よ
う
。

本
書

は
三
段
に
わ
か
れ
る
。

第

一
段

直
接
民
主

政
治

の
由
來

(第
一
章

一
ー
五
八
頁
)

第

二
段

直
接
立
法
制
度

(
國
民
投
票
制
度
)
の
探
用

(第
二
章
か
ら
第
五
章
迄

五
九
⊥
二
九
二
頁
)

第
三
段

國
民
投
票
制
度
の
批
判

(第
六
章

三
九
三
-
四
五
〇
頁
)

第

一
段

に
於

い
て
は
、
直
接
民
主

政
治

の
起
源
を
明
か
に
し
、
直
接
民
主

政
治

の
概
論
を
示
さ
れ
π
。
第
二
段

に

於

い
て
は
、
直
接
立
法
制
度
乃
至
國
民
投
票
制
度
を
探
用

し
π
國
々
に
就

い
て
の
具
騰
的
事
情
を
始
め
こ
れ
ら

の
制

度

の
内
容
及
び
手
續

に
至
る
懐

で
を
詳
述
さ
れ
た
。
こ
の
場
合

、
直
接
立
法
制
度
乃
至
國
民
投
票
制
度
を
探
用

し
た

淘
村
又
介
教
授
「
直
接
民
主
政
治
」
(宇
賀
田
〉

(第
五
巻

第
二
盤

三
五
云
》

五



河
村
又
介
教
授
「
直
接
民
主
政
治
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巷

第
二
號

三
五
六
)

六
.

重
要
國
と
し
て
、

ス
ヰ
ス
、
ド
イ
ツ

及
び
ア
メ
リ
カ
を
基
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
ら
の
國

々
に
於
け
る
直
接
立
法

制
度
乃
至
國
民
投
票
制
度
は
最
も
典
型
的
意
義
を
持

つ
も
の
と
し
て
極
め
て
詳
細

に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
第

三
段

に

於

い
て
は
直
接

立
法
制
度
乃
至
國
民
投
票
制
度
の
得
失
論

で
あ
釦
、
あ
る
意

味
に
於

い
て
、
本
書

の
結
論

で
も
あ
ム

得

る
の
で
あ
る
。

以
上

三
つ
の
段
階
を
通
じ
て
河
村
教
授

の
説
か
れ
る
腱
を
辿

つ
て
ゆ
か
う
。

直
接
民
主

政
治
乃
至
直
接
立
法
或
は
國
民
投
票
制
度
は
ど
ん
な
起
源
を
持

つ
て
ゐ
る
か
。

「
直
接
民
主

政
治
乃
至
國
民

の
直
接
立
法
叉
は
簡
単
に

國
民
立
法
の
こ
と
を
口
に
す
る
竜
の
が
あ

つ
て
も
、
そ
れ
は

極
め
て
例
外
的
な
制
度
で
、
最
近
に
始
ま

つ
禿
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考

へ
る
人
す
ら
少
く
な

い
、
と

之
う
が
實

は
、
直
接
民
主

政
治
は
古
代
到
る
所
に
行
は
れ
尤
政
治
型
態
で
あ

つ
て
、
代
議
政
治

こ
そ
却

て
古
代
に
知
ら
れ
ず
寧

ろ
新
し

い
登
明
な
の
で
あ
る
」
(本
書
一
頁
)
と
し

て

「
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ

ム

i

國
民
総
會
、
國
民
立
法
1

は
、
総

ゆ
る
民
族

の
初
期
の
歴
史
に
存
し
た
、
新

し
き
は
名

の
み
、
そ
の
實

は
古
く

よ
ム
あ
る
」
(
一
頁
)と

い
ふ
ク
ル
テ
イ
の

言
葉
を
引
用

さ
れ
て
ゐ
る
。

し
か
る
に
、
こ
の

「
古
代
の
直
接
民
主

政
治
は
、
殆
ど
凡

て
滅
失
し
て
、
後
世
に
於
け
る
こ
の
制
度

の
登
達
と
直

接

の
聯
絡
を
有
π
な
か
つ
泥
」
(
九
頁
)
が

「
輩
め
ゲ

ル
マ
ン
民
族

の
民
會
の
み
は
、
そ

の
遺
制
を
.

中
世
に
至
る
ま



で
、

ヨ
ー

ロ
ッ
バ
の
到

る
所
に
見
出
す

こ
と
が
出
來
π
。
就
中
最
も
著
名
な

の
は
ア
ル
プ
ス
山
脈
の
谷
間
に
今
爾
存

績
し
て
ゐ
る
ス
ヰ
ス

人
の
民
會

で
あ

る
L
(九
頁
)。

「
け
れ
ど
も
、

ス
ヰ
ス
流
の
直
接
民
主
政
治
が
近
代
的
型
態

の
國
民
投
票
制
度
に
進
化

す
る
に
は
、
別
の
進
化
系
統

が
入
ら
ね
ば
な
ら
な
か

つ
尤
。
而

し
て

ス
ヰ

ス
以
外

で
、
こ
の
制
度
を
初
め
て
實
行
し
禿

の
は
、
北
ア
メ
リ
カ
の
ス

テ

貰
ト
で
あ
つ
泥
」
(
蓋

頁
)。

と

い
ふ
こ
と
に
依

つ
て
、
直
接
民
主
政
治

の
起
原
が
示

さ
れ

て
ゐ
る
。
が
、
後
の
近
代
的
型
態
に
於
け
る
直
接
立

法
制
度
を
と

つ
禿
ア
メ
リ
カ

に
於

い
て
の
、
そ
の
由
來
に
就

い
て
は
三
つ
の
異

つ
た
主
張
が
あ

る
が
(
エ
ハ頁
)
、
結
局

「
ア
メ
リ
カ
に
於

け
る
憲
法
の
國
民
投
票
が

こ
の
國
固
有

の
思
想
と
特
有

の
事
情
に
促
さ
れ
て
、
独
特

の
登
達
を
途

げ
π
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明

か
で
あ
ら
う
」
(
二
四
頁
)
と
さ
れ

て
ゐ
る
。

が
、

「
最
近
に
於

い
て
直
接
立
法
制
度

の
駿
達
に

一
大
時
期
を
劃
し
π

の
は
、
ド
イ
ツ

に
於
け
る
こ
の
制
度

の
探

用

で
あ

つ
た
」
(
三
九
頁
)
と
、
云
ふ
の
は
、

「
從
來
、

ス
ヰ

ス
叉
は
ア
メ
リ
カ

の
ス
テ
ー

ト
の
如
き
小
邦
に

の
み
實
現

を
み
る
に
止

つ
て
ゐ
泥
こ
の
制
度
は
、
妓
に
始

め
て
近
代
的
大
國
家
の
憲
法
に
編
み
込
懐
れ
禿
の
み
な
ら
ず

、
世
界

大
戦
後

の
動
揺
期
に
あ
π
釦
、
新
奮

の
諸
邦
競

つ
て
ド
イ
ヅ
の
例
に
倣

ふ
に
至

つ
π
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ

の
憲
法

制
定
に
あ
π
ウ
、
圭
動
的
勢
力
と
な

つ
尤
も

の
は
社
会

窯

で
あ

つ
π
。
固
よ
う
そ
れ
は
諸
窯
涙
妥
協

の
結
果
成

つ
π

河
村
叉
介
教
授
「
直
接
民
主
政
治
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巻

第
二
號

三
五
七
)

七



滞
村
欠
介
戦
携
「
直
接
民
主
歌
治
」

(字
賀
田
ソ

(第
五
巻

第
二
雛

三
五
八
)

八

竜
の
で
あ
る
か
ち
、
祇
會
窯

の
綱
領
が
充
分
實
現
さ
れ

て
ゐ
な

い
け
れ
ど
も
、
極
め
て
微
弱
乍
ら
も
、
社
会
主
義

的

立

色
彩
を
、
そ
こ
に
認
め
な

い
繹
に
ゆ

か
な

い
。
直
接
丈
法

の
制
度
も
亦
、
か
＼
る
事
實

の

一
つ
の
現
れ
と
認
め
得
る

こ
と
は
、
そ
れ
が
社
会

蕪

の
多
年
持

し
て
來
π
綱
領
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
明
か
で
あ
る
。
故
に
、

ス
ヰ
ス

に
於
け
る
こ
の
制
度
が
、
ゲ
ル
マ
ン

の
逡
産

で
あ
ゆ
、
フ
ラ

ソ
ス
に
於
け
る
も

の
が
、
自
然
法
思
想
の
結
晶
で
あ
リ

ァ
メ
リ
ヵ
の
そ
れ
が
、
多
分

に
清
教
徒

の
精
神

を
具
現
し
て
ゐ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ

の
そ
れ
は
、
社
会

主
義

的
思
想
の
現
れ
で
あ
る
と

い
ふ
こ
と
が
出
來
よ
う
」
(
三
九
頁
)、
と
し
て
、
社
会
主
義

と
直
接
民
主

政
治
と

の
思
想
的

聯
關

の
歴
史
を
辿
ら
れ

つ
＼
、
ド
イ
ツ

に
こ
の
制
度
が
探
用

せ
ら
れ
る
や
う
に
な

つ
π
迄
の
思
想
的
背
景
を
明
か
に

さ
れ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
、
こ
の
點

(三
八
頁
以
下
五
一責
迄
)
は
、
思
想
史
的
に
重
要
な
示
教
を
與

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
よ
う
な
起
原
と
登
達
と
を
持

つ
π
直
接
民
主

政
治
乃
至
國
民
投
票
制
度

は
ど
ん
な
風
に
探
用
さ
れ
尤
か
。

「
ス
ヰ
ス
は
直
接
民
主
政
治

の
生
誕
地
で
あ

つ
て
、
聯
邦
で
も
之
を
構
成
す
る
支
邦
力
る
各
カ

ン
ト
ン
で
も
、
何
等

か
の
形
に
於

て
、
此
制
度
を
設
け
て
ゐ
な

い
も
の
は

一
も

な

い
」
(六
〇
頁
)
と
し
て
、
先
づ

ス
ヰ
ス
に
於
け
る
直
接
立

法
制
度

に
於

い
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
が

、
ス
ヰ

ス
に
於
け
る
直
接
立
法
制
度
は
ど
ん
な
足
跡
を
残
し
π
か
、

「
直

接
民
主

制
度
が
、
善
き
結
果
を
齎
ら

し
だ
か
、
悪
き
結
果
を
醸
し
禿
か
は
、
価
値

判
断
す
る
人
の
立
瘍
如
何
に
よ
つ

て
、
評
価

を
異
に
す

る
で
あ
ら
う
が

、

ス
ヰ
ス
國
民
が
之
れ
に
満
足
し
、
學
者
や
政
治
家
が
之
れ
を
樂
観
し
、
少
く



と
も
之
れ
を
撤
磨

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党

の

一
つ
も
な

い
之
と
は
事
實

で
あ

る
」
(
一
二
五
頁
)
。
然
ら
ば

「
こ
の

制
度
が

、
ス
ヰ

ス
に
於
て
満
足
な
効
果

を
墨
げ
て
ゐ
る
大
牛

の
原
因
は
、
之
れ
を
、

ス
ヰ

ス
國
民
の
堅
實
な
性
格
、

自
主
的
精
神
教
育

の
普
及
、
國
土

の
狭
小
に
蹄
す
る
こ
と
、
亦
諸
家

の

一
致
し
完
見
解

で
あ

る
。
政
党

組
織

の
過
度

に
登
達
し
て
ゐ
な

い
こ
と
、
内
閣
責
任
制
度
な
く
し
て
法
案

の
成
否
に
か
＼
は
ら
ず
政
府
が
そ
の
地
位
を
保

つ
こ
と

代
議
士
に
対
す

る
國
民

の
信
頼
厚
く
、
否
決
さ
れ

る
よ
う
な
法
案
を
作

る
議
會
で
も
、
之
を
解
散
せ
ざ
る
は
勿
論
、

同

一
人
が
引
績
き
再
選
三
選
せ
ら
れ

る
と

い
ふ
や
ら
な
慣
習
も
亦
、
こ
の
制
度

の
圓
滑
な
運
用

を
助
け
て
ゐ
る
こ
と

は
、

一
般
に
認
め
ら
れ

て
ゐ
る
所

で
あ
る
」
(
一
二
六
頁
)。

「
然

ら
ば
、

ス
イ
ス
の
花
は
他
の
國
土
に
移
し
植
ね
て
は
、
果
を
結
ば
な

い
か
」
(
一
三
ハ
頁
)。

こ
れ
を
ド
イ
ツ

に
就

い
て
み

て
ゆ
か
う
。

ド
イ
ツ

は
ワ
イ

マ
ル
憲
法
に
於

い
て
國
民
投
票
制
度
を
探
用
し
π
が

、
さ
き
に
述
べ
尤
や
う
に
、

「
社
会
主
義

の

思
想
と
國
民
投
票

の
制
度
と
の
問
に
拡
密
接
な
聯
關
が
あ

つ
尤
、
け
れ
ど
も
、
固
よ
う
、
こ
の
制
度

は
、
社
会
主
義

の
專
有
物

で
は
な

い
、
思
想
系
統
か
ら
云

へ
ば
、
こ
の
制
度
が

、
民
主

々
義

の
嫡
出
子
で
あ

る
乙
と
は
、
理
論
上
も

實
際
政
治

の
上

で
も
、
言
ふ
を
侯
禿
ず
し
て
明
か
な

こ
と
で
あ
ゐ
。
そ
れ
が
民
主

々
義
と
社
会

主
義

の
因
縁
の
故
に

屡

々
社
会

主
義

の
養
嗣
子
と
な
つ
π

讐
け
で
あ

る
」
(
一
三
九
頁
)
と

い
ム
極
め
て
興
趣
あ
る
言
葉
を
以

て
始
め
ら
れ
π

何
村
叉
介
敬
畏
「直
接
民
虫
政
沿
」

(
宇
貿
田
)

(第
竃
巻

第
二
擁

三
五
九
〉

九



河
村
叉
介
教
授
「
直
接
民
主
政
治
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巻

第
こ
號

三
六
〇
)

一
〇

後
、
ド
イ
ツ

に
於
け

る
國
民
投
票
制
度
探
用

の
経
過
を
詳
述

せ
ら
れ
て
(
一
三
八
1
=
ハ
玉
頁
)ワ
イ

マ
ル
憲
法
に
於
け

る

國
民
投
票
制

の
原
案
起
草
者

プ

ロ
ィ
メ
の
言
を
引

か
れ

て
ゐ
る

「
こ
の
制
度
は
、
從
來
小
さ
な
國
情

に
於
て
の
み
試

み
ら
れ
た
、
そ
し
て
そ
こ
で
は
、
屡

々
急
激
な
改
革

に
対
す

る
抑
制
的
要
素
π

る
地
位

に
つ
い
た
、
凡
そ
四
千
萬

の

選
挙

民
を
包
容
す
る
や
う
な
大
國
に
、

國
民
表
決
及
び
國
民
請
願
と
し
て
の

レ
フ
ェ
レ
ン
ダ

ム
を
適
用
す
る
の
は
、

新
な

る
聯
邦
憲
法
が
初
め
て
試
み
だ
と
之
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
が
あ

る
程
度

の
冒
険

を
企
て
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
否

め
な

い
、
然
し
叉
、
之
れ
に
よ
つ
て
、
民
意

か
ら
遊
離
し
泥
議
會
政
治

の
自
圭
化
が
防
止
せ
ら
れ

、
同
時

に
、
民
衆

に
政
治
教
育
を
與

へ
て
活
濃
な
民
主

政
治
に
到
達

せ
し
む
べ
き
手
段
が
得
ら
れ

る
で
あ
ら
う
こ
と
も
、
同
様
に
否
め

な

い
」
(
一
六
〇
頁
)、
が

、

憲
法
の
國
民
登
案
制
を
探
用

す
る
に
至

つ
π
動
機
に
就

い
て
は

「
民
主
的
膿
制
の
突
然

の

到
來
、
社
会
民
主

蕪

及
び
民
主
党

に
於
け
る

ス
ヰ

ス
の
民
主

政
治
の
理
想
化

、
並
に
、
過
激
社
会

黛
及
び
共
産
党

に

於
け
る
代
議
政
体

に
対
す

る

一
般
的
侮
蔑

、
そ
し
て
恐
ら
く

は
叉
度

々
の
煽
動
に
よ
つ
て
大
衆
を
革
命
化
し
得
べ
し

と
す
る
信
念

の
尤
め
に
、
恒
久
的
且
熟
考
的
な
意
圖
は
殆
ど
な
く
し
て
、
憲
法

の
登
案
制
を
探
用
す
る
に
立
到

つ
π

の
で
あ
る
」
(
一
六
一
頁
)
と

い
ふ
フ
ァ
イ
ナ
ー

の
言
を
探
ら
れ
て
ゐ
る
Q

'

ド
イ
ツ

に
於
け
る
國
民
投
票
制
度
探
用

の
経
過

を

述
べ
ら
れ
π
次
ぎ
に
は
、

聯
邦
に
於
け
る

國
民
投
票
制
度
及

び
各
支
邦
に
於
け
る
國
民
投
票
制
度
に

就

い
て
、

實
詮
法
上
か
ら

の
詳
細
な
説
明

が
與

へ
ら
れ

て
ゐ
る

(
=
ハ
五
1



二
五
六
頁
)o

次
ぎ
に
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
國
民
投
票
制
度
に
移
ら
う
。

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
も
亦
、

ス
ヰ

ス
並
に
ワ
イ
マ
ル
憲
法
下
に
於

け
る
ド
イ
ツ

と
同
じ
く
、
聯
邦
で
あ
る
。
然
し
前

二
者
に
於

て
は
、
全
體

尤
る
聯
邦
と
之
れ
を
構
成
す
る
各
支
邦
と
の
双
方
に
於
て
、
國
民
投
票

の
制
度
が
設
け
ら
れ

て
ゐ
る
の
に
反
し
、

ア
メ
リ
カ
で
は
聯
邦
の

政
治

に
就

て
は
、

國
民
投
票
は
行
は
れ

て
ゐ
な

い
。

ア
メ
リ
カ
労
働

同
盟
を
始

め
諸
種

の
団
体

に
は
レ

十
九
世
紀
末

か
ら
各

ス
テ
ー

ト
の
問
に

急
速
に

普
及
し
て
來
力
こ
の

制
度
を
・

聯
邦
に
も
及
ぼ
さ
う
と
力
め
て
ゐ
る
も
の
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
現
状
に
は
未
だ
か

㌧
る
主
張

が
實
現
す
る
見
込

は
な

い
。
然

る
に
聯
邦
を
構
成
す
る
各

ス
テ
ー

ト
及
び
自
治
膿
に
於

て
は
、
こ
の
制
度
が
、
甚
だ
廣
く
行
は
れ
て
ゐ
る
」

(
二
五
七
頁
)
。
ア
メ
リ
カ

聯
邦
に
於
て
國
民
投
票
制
度

の
探
用

さ
れ
な

い
の
は
、

「
聯
邦
議
會
が
聯
邦

の
立
法
を
國
民

投
票
に
よ
つ
て
決
す
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
権
を
、
憲
法
上
有
す
る
か
否
か
は
、
時
折
論
議

せ
ら
れ
π
が
、
議
會
が

憲
法
に
よ
つ
て
委
任
せ
ら
れ

て
ゐ
る
立
法
権
を
、
國
民
に
再
委
任
す
る
こ
と
を
禁
ず

る
原
則

の
下
に
於

て
、
そ
れ
が

違
憲

と
認

め
ら
れ

る
こ
と
は
疑
な

い
」
(
三
一
三
頁
)
尤
め
で
あ

る
。
こ
れ
に
反
し
、

「
聯
邦
を
構
成
す
る
各

ス
テ
ー

ト

に
於

い
て
は

「
憲
法
改
正
の
國
民
表
決
、
地
方
國
民
投
票
、
普
蓮
の
法
律

の
國
民
表
決
、
憲
法
の
國
民
登
案

、
法
律

の
國
民
登
案
及
び
解
職

の
國
民
投
票
の
制
度
,「(
二
五
七
ー
二
五
八
頁
)
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
特
に
、
解
職

の
國
民
投
票
制

何
村
又
介
歌
授
「直
接
民
主
政
治
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巻

第
二
號

三
六
一
)

」
一



何
村
又
介
歌
授
「直
接
民
主
欧
漕
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巻

第
二
肇

三
六
二
)

三

度

は
自
治
禮
に
於

て
も
行
は
れ
、

「
こ
の
制
度
が
異
常

の
流
行
を
な
す
に
あ
た

つ
て
、
そ
の
魁

け
を
し
π
の
は
、

一

九
〇
三
年

の

ロ
ス

・
ア
ン
ぜ

ル
ス
に
於
け
る
こ
の
制
度

の
探
用
で
あ

つ
泥
」
(
二
九
七
頁
)
が
、
そ
れ
は
、
「
ロ
ス
・
ア
ン

ぜ

ル
ス
の
制
度

の
案
出
者
が

、
杜
會
主
義

の
労
働

蕪
や
人
民
党

そ
の
他

の
進
歩
的
著
述
家
を
通
じ
て
、
そ
の
思
想
を

得
π
こ
と
は
、
之
れ
を
認

め
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
と

ス
ヰ

ス
の
制
度
と
の
間
に
何
等

の
聯
關
も
な

い
と
は
断
言

で
き

ま

い
と
思
ふ
」
(二
九
七
頁
)
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

こ
の
制
度
が
、

「
か
く
ア
メ
リ
カ

に
於

て
普
及
し
尤

一
つ
の
圭
な
原

因
は
、

ア
メ
リ
カ
の
ス
テ
ー

ト
及
び
自
治
膿
に
於
け
る
独
特

の
政
治
事
情
と
結

び
つ
い
尤
か
ら

で
あ

つ
尤
。

こ
の

意
味

に
於

て
は
多
く

の
人
が

い
ふ
や
う
に
、
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
独
特

の
制
度

で
あ
る
と
稽
し
て
も
過
言

で
は
な

い
」

(
二
九
八
頁
)
o

こ
の
よ
う
な

「
國
民
投
票
制
度
に
於
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
於
て
も
、
極
端
に
相
反
す
る
評
価

が
な
さ
れ
て
ゐ
る
け

れ
ど
も
、
そ
れ
等
は
多
く
は
、
先
入
の
理
論

か
ら
導
き
出
さ
れ
π
も
の
で
あ
る
。
實
際
に
國
民
投
票
の
結
果
に
表
れ

禿
と
こ
ろ
を
以

て
観

る
な
ら
ば
、
雨
者
共
當

つ
て
ゐ
な

い
こ
と
を
見
出
す
で
あ
ら
う
。
各
種
の
制
度

の
中
、
少
く
と

も
國
民
表
決
に
就
て
は
、
そ
の
敷
用
に
就
て
殆
ど
疑
な

い
。
そ
れ

は

ス
ヰ
ス
に
於
け
る
程
大
な
る
効
果

を
基
げ
得
な

か
つ
π
と
し
て
も
、
尚
何
等
か
の
貢
献
を
な
せ
る
こ
と
は
、
明
か
で
あ

つ
て
、
顯
著
な
る
弊
害

は
認
め
ら
れ
な

い
國

民
登
案
に
就
て
は
、
實
験
日
尚
淺
く
し
て
、
的
確
な
到
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な

い
け
れ
ど
も
、

こ
れ
亦
悪
結
果
を



も
疫
ら
す
と

い
ふ
謹
嬢

は
な

い
。

一
般
的
に
言

へ
ば
、
之
等

の
制
度

の
運
用

に
あ
π
つ
て
、
民
衆
が
相
當
程
度

の
聰

明
さ
と
健
實
さ
と
を
」
不
し
泥

乙
と

は
、
こ
の
制
度

の
反
伽封
論
者
も
認

め
ざ
る
を
得
な

い
と

こ
ろ

で
あ
る
L

(
三
一
三
頁
)

實

に
、

「
世
界
大
戦
に
至

る
迄

は
、

ス
ヰ

ス
と
ア
メ
リ
カ
と
が

國
民
投
票
制
度

の
本
場

で
あ

つ
だ
」

(三
二
三
頁
)

が

「
世
界
大
戦
後
ド
イ
ツ
が

こ
の
制
度
を
探
用

し
π
こ
と
は
、
こ
の
制
度

の
登
達
史
に

一
大
時
期
を
劃
し
尤
も

の
で

あ

つ
だ
。
そ
れ
は
從
來
小
邦
に

の
み
行
は
れ
て
ゐ
π
こ
の
制
度
が
、
愛
に
初
め
て
四
千
萬

の
選
挙

権
者
を
擁
す
る
大

國
に
實

現
せ
ら
れ
た
と

い
ふ
意
味
に
於

て
の
み
な
ら
ず
、
世
界
大
載
後
の
動
揺
期
に
あ
た
う
、
憲
法
を
新

に
制
定
し

叉
は
改

正
し
π
新
奮
の
諸
邦
が
競

つ
て
ド
イ
ツ

の
例

に
倣

ひ
、
こ
の
制
度
が
急
速
に
普
及
し
完
か
ら

で
あ

る
。

一
方

に
は
、
前
世
紀
以
來
初
懐

う
つ
＼
あ

つ
π
議
會
政
治

の
行
詰
り
は
、

こ
の
頃
に
至
つ
て
盆
々
痛
切
に
域
ぜ
ら
れ
て

ゐ

禿
の
で
、

こ
れ
が
打
開

の
方
法
に
腐

心
し
て
ゐ
π
學
者
及
び
實
際
家
は
、
從
來
小
邦
特
殊

の
も

の
と
し
て
多
く
顧
み

な

か
つ
だ

こ
の
制
度

に
、
異
常

の
關
心
を
梯
ふ
に
至

つ
た
」
(
三
二
三
頁
)
と
し

て
、

ス
イ

ス
、

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ

以

外

の
爾
余
の
諸
國
に
於
け
る
國
民
投
票
制
度
に
就

い
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る

(
三
三
一T
三
九
一
頁
)。

さ
て
、

こ
の
よ
う
な
國
民
投
票
制
度
は
ど
ん
な
批
判
を
う
け
て
ゐ
る
か
。

河
村
教
授
は
衣
ぎ

の
や

う
に
云
は
れ

て
ゐ
ら
れ
る
。

「
あ

る
政
治
制
度

の
評
価

は
、
評
者
が
価
値

を

ゐ
く
と
こ
ろ
の
標
準

に
照
ら
し
て
、
判
断
せ
ら
れ
る
、
依

つ
て
こ
の

河
村
叉
介
教
嬢

直
接
民
主
敦
治
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巻

第
二
號

三
六
三
)

一
三



河
村
叉
介
教
授
「直
接
民
主
政
治
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巻

第
二
號

三
六
四
)

一
四

価
値

到
断
の
究
極
の
基
礎
は
、
各
人
の
世
界
観
に
迄
遡

る
L
(三
九
三
頁
)
が

、

「
世
界
観
に
迄
遡
つ
て
政
治
哲
學
的
な

議
論

を
す
る
の
で
は
果
て
し
が
な

い
、
有
敷
な
議
論

を
す
る
π
め
に
は
、
何
う
し
て
も
先
づ
共
通

の
地
盤
の
上
に
立

尤
な

け
れ
ば
な
ら

汲
。
あ

る
政
治
制
度

に
対
す

る
殿
墨
褒
既
が

一
定
し
な

い
で
、
同

一
事
實

に
つ
き
相
反
す
る
や
う

な
議
論
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
多
く
は
こ
の
擦

つ
て
以
て
立

つ
べ
き
共
通
の
地
盤
を
映
く

か
ら

で
あ

る
。

右

の
こ
と
は
國
民
投
票
の
制
度
に
就
て
、
最
も
よ
く
あ
て
は
ま

る
。
賛
否

の
論

の
極
端
に
対
立

す

る
こ
と
、
こ
の

制
度
に
於
け
る
が
如
く
甚
し

い
も

の
も
稀

で
あ
ら

う
」
(
三
九
三
⊥
二
九
四
頁
)、
「
然
し
な
が
ら

、
我
々
が
共
通

の
地
盤
を

前
提
し
、
そ
れ
に
立
脚
し
て
、
忠
實
な
事
實

の
観
察
と
論

理
と
を
以
て
、
説
明

を
押
し
進

め
て
行
く
な
ら
ば
、
即
ち

専
ら
所
謂
政
治
技
術
と
し
て
問
題
を
取
扱
ふ
な
ら
ば
、
あ

る
程
度
迄
は
互
に
肯

け
る
結
論

に
達
し
得

る
筈

で
あ

る
」

(
三
九
四
頁
)
と
の
前
掲
の
下
に
、
國
民
投
票
制
度
と
國
民
主
権
、
民
意
、
議
會

、
政
党

、
法
律
、
執
行
機
關
、
財
政
、

外
交
等
と
の
関
係

叉
は
影
響
を
論
ぜ
ら
れ
て

(
三
九
手

,四
三
五
頁
)
、
國
民
投
票
制
度
が
ど
ん
な
意
義
を
持

つ
か
を
結
論

せ
ら
れ
て
ゐ
る

(四
三
五
-
四
五
〇
頁
)o

こ
れ
ら

の
う
ち
、
最
竜
注
目
せ
ら

る
べ
き
も
の
は
、
結
論
を
除

い
て
は
、
國
民
投
票
制
度

と
民
意
及
び
議
會
と
の

関
係

叉
は
影
響

で
あ
る
、
こ
の
點

に
於

い
て
國
民
投
票
制
度

は
ど
ん
な
風
に
批
鋼
せ
ら
れ
π
で
あ
ら
う
。

「
一
般
に
國
民
投
票

の
最
も
圭
要
な
価
値

の
重
黙
は
、
民
意
表
現

の
手
段
π
る
こ
と
に
存
す
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、



だ
が
國
民
投
棄

は
果
し
て
民
.意

を
表
現
す
る
か
?
こ
の
點

に
關
し
て
國
民
投
稟
制
度

に
対
し

て
な
さ
れ

る
批
判

は
、

三
種
類

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
,

一
は

一
般
に
國
民
の
意
思
な

る
も
の
の
存
在
を
否
認
す
る
も

の
、
二
は
國
民

の
意
思
を
以
て
衆
愚
と
し
、
從

つ
て
國
民
投
票
制
度
を
無
憤
値
な
り
と
す
る
も

の
、
三
は
必
ず
し
も
民
意
そ
の
も
の

を
無
価
値

と
す
る
鐸
で
は
な

い
が

、
國
民
投
票
は
、
民
意

を
充
分
に
表
現
し
な

い
が
故
に
、
無
用
な
も
と
す
る
も
の

即
ち
こ
れ

で
あ

る
」
(
三
九
八
頁
)
。
こ
の
點

に
於
て
、
第

一
に

「
妓
に
我

々
が
國
民
の
意
思
と
謂
ふ

の
は
、
國
民
中

の

多
歎
者

の
意
思
の
こ
と
で
あ
る
、
實
際
政
治

の
立
瘍
か
ら
は
、
単
一

の
民
意
が
登
見

不
可
能
と
す
れ
ば
、
國
民
中
の

多
歎

の
意
志
を
民
意
と
認
め
る
よ
ム
他

に
途

は
な

い
、
叉
實
際
は
、
そ
れ
で
事
足
る
の
で
あ

る
、
多
歎
者

の
意
思
に

対
す

る
詳
債

の
程
度

は
、
各
人
各
様

で
あ

る
に
し
て
も
、
兎
も
角
そ
れ
が
政
治
的
に
あ
る
価
値

を
有

つ
と
す
れ
ば
、

問
題
は
、
國
民
投
票

の
制
度
が
、
國
民
多
歎

の
意
思
を
如
實
に
表
現
す
る
手
段
π
釦
得

る
や
否
や
に
あ
る
」
(
三
九
八
-

三
九
九
頁
)、
第
二
に
、
「
あ
る
問
題
に
就
て
二
つ
以
上

の
意
見
が
対
立

し
た
と
き
、
そ
の
優
劣
を
断
ず
べ
き
客
観
的
且

具
體
的

な
標
準

は
見
出
し
難

い
の
で
あ
る
か
ら
、
之
れ
を
民
衆
の
到
断
に
仰
ぎ
、
多
歎

の
賛
成
を
得
泥
も
の
を
探

る

と

い
ふ
の
が
、
立
憲
政
治

の
建
前
で
あ
る
」
(四
〇
一
頁
)、
「
だ
か
ら
自
ら
愚
劣
と
思
ふ
民
意
を
も
忍
ん
で
、
民
意
を
民

意

の
故
に
尊
重

す

る
の
が
、
憲
政
の
精
神
で
あ
る
。
民
意
が
賢
明
な

る
が
故
に
尊
重

し
、
愚
劣
な
る
が
故
に
無
視

す

る
と

い
あ
が
如
き
は
、
論
理
的
に
は
既
に
憲
政
の
精
神

を
離
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
(四
〇
一
-
四
9
責
)
、
第
三
に
「
國

幻
縄
列
又
介
由歌
蓋
罵
「
直
鰭環民
主
孜
輪鵬」

(心†
智
掃田
門)

(餓
贋霊
▼兼
脚
第
一一継
岬
一二
亀ハ
写
)

一
五



河
村
又
介
教
授
「直
接
民
主
政
治
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巻

第
二
號

三
六
六
)

一
六

民

投
票

の
結
果
が
、
常
に
完
全
に
國
民
の
意
思
を
表
現
す
る
と
は
云

へ
な

い
」
(
四
〇
八
頁
)、
「
然
か
し
な
が
ら
、
問
題

は
相
対
的

で
あ
る
。
之
れ
は
議
員
及
び
政
党

、
総
選
挙

並
に
院
内

の
決
議
を
蓮
じ

て
な
さ
れ
る
意
思
表
示
と

の
比
較

に
於

て
、
論
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら

諏
。
雨
者
の
賢
愚
、
優
劣
に
就

て
は
、
種

々
の
見
解
が
成
立
ち
得

よ
う
、
何
れ
が
民

意

を
、
よ
わ
如
實

に
よ
む
精
確
に
表
示
す
る
か
と

い
ふ

一
事
に
至

つ
て
は
、
疑
も
な
く
ブ
ラ
ィ
ス
の
言
葉
が
妥
當
す

る
。
曰
く

『
水
は
巖
間

の
泉
か
ら
、
新
鮮
な
儘
を
汲
み
取
ら
ね
ば
な
ら

漁
。
多
分
濁

つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
と
こ
ろ
の

下
流

か
ら
汲
ん
で
は
な
ら

諏
』
と
」
(
四
〇
八
ー
四
〇
九
頁
)、
で
、
「
國
民
投
票
は
、
國
民
の
願
望
を
登
見
す
る
最
も
確
な

方

法
で
あ
ら
、
政
治
的
雰
園
氣
を
計
る
最
も
優
秀
な

バ

ロ
メ
貰
タ
ー
で
あ
る
」
(四
〇
九
頁
)
と
さ
れ
る
。

國
民
投
票
制
度
と
議
會

と
の
関
係

に
就

て
は
、

「
近
時
こ
の
制
度
が
再
び
世
の
注
目
を
惹
く
に
至

つ
π
の
は
、
議

會

政
治
行
詰
う

の
カ
め
で
あ

る
。
議
會

に
対
す

る
極
度

の
不
信
用

の
結
果
、
之
れ
を
是
正
叉
は
補
充
す
る
手
段
と
し

て
、
人
々
が

こ
の
制
度
に
着
目
し
始
め
た
の
で
あ
る
」
(四
〇
九
頁
)。

こ
の
場
合

「
國
民
投
票
は
、

議
會
是
正
の
目
的

を
達
し
得
る
か
否

か
」
(四
一
〇
頁
)、

議
會
是
正
の
方
法
は
こ
れ
を

「
議
會
制
度
そ
の
も

の
＼
中
に
」
(四
一
三
頁
)
み

い

だ

し
得
る
で
あ
ら
う
が
、
民
意

と

い
ふ
黙
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
具
膿
的
に
、
議
會
と
民
意
と
背
馳
す
る
場
合
即
ち
、

「
議
會
が
民
意
》
異
な

つ
π
意
見
を
螢
表
す

る
場
合

の
み
で
な
く
、
民
意

の
要
望
に
眼
を
蓋
う
て
、
沈
黙
を
守

る
瘍

合

」
(四
一
七
頁
)
か
㌦
る
議
會

の
怠
慢
を
是
正
す
る
π
め
に
は
、

消
極
的
に
そ
の
決
議

に
就

て

レ
フ
ェ
レ
ン
ダ

ム
を
要



求
す
る
の
み

で
は
足
釦
ず
、
積
極
的
に
國
民
が
自
ら
議
案
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
る
。
國
民
螢
案

の
制
即
ち
こ
れ

で

あ
る
」
(
四
一
七
頁
)
と
し
て
、

「
國
民
投
票
制
が
民
意
表
現
と

い
ふ
黙
に
於

て
、
代
議
政
治

に
優
つ
π
効
果

を
墨
げ
得

る
」
(
四
一
七
頁
)
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
さ
る
に
し
て
も

「
議
會
制
度
を
全
腰
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
少

く
と
も
原
則
と
し
て
は
、
議
會
は
絶
対

の
必
要
物
で
あ
る
。
故
に
輩
な

る
補
完
的
意
義
を
有

つ
に
過
ぎ
な

い
と

こ
ろ

の
國
民
投
票

の
制
度
が
、
議
會
制
度

の
犠
牲
に
於
て
そ
の
利
益

を
竜
た
ら
す
も
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
の
犠
牲
と
利
翁

と
を
秤
量
し
て
、
害
を
補
う
て
余

ム
あ
る
利
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
制
度
を
推
奨
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

こ
れ

は
果

し
て
如
何
な
る
利
害
を
議
會
に
及
ぼ
す
で
あ
ら
う
か
?
」
(
四
一
七
-
四
一
八
頁
)
、
先
づ
、「
國
民
投
票
制
度
を

探
用
し
た
た
め
に
、
國
務

の
終
局

の
決
定
権
が
、
議
會
か
ら
國
民
に
移
る
な
ら
ば
、
議
員

は
自
己
の
責
任
を
輕
ん
じ
・

て
、
無
責
任
な
立
法
を
し
な

い
で
あ
ら
う
か
の
問
題
で
あ
る
」
(
四
天

頁
)
が

、

「
蓋
し
既
に
充
分
無
責
任
に
な
り
切

つ
て
ゐ
る
議
會
が
、
そ

の
上
無
責
任
に
な
う
得
よ
う
が
な
く
」
(四
一
九
頁
)
、
「
議
會
自
身

に
対
し

て
は
、
善
悪
何
れ
も

顯
著
な
影
響
無

し
と
す

る
な
ら
ば
、
國
民
の
手
に
立
法

の
決
定
権
を
移
し
π
だ
け
、
全
體

と
し
て
は
よ
う
多
く

の
責

任
を
以
て
事
が
な
さ
れ
る
諜
で
あ

る
。
又
、

「
立
法
に
就

て
最
高
の
決
定
梅
を
失

へ
る
議
會
が
、
そ
の
権
威
を
失
墜

す
る
で
あ
ら
う
」
(四
一
九
頁
)
と

い
ふ
問
題
に
就

て
は

「
議
會

の
道
徳
的
梅
威
は
、
こ
の
制
度

の
有
無
に
拘
は
ら
ず
、

既
に
地
を
彿

つ
て
ゐ
る
と

い
ふ
の
が
、
多
く
の
諸
國
の
實
情

で
あ

る
。
直
接
立
法
の
禿
め
に
國
民
が
選
挙

に
關

心
を

河
村
叉
介
教
授
「直
接
民
主
政
治
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巷

第
二
號

三
六
七
)

一
七



何
射
r叉
直分
歌
舞
仰「
直
腰
民
産
激
}袷
こ

h
掌
y賀
岡
)

〈
櫨
冊
狂
巻

第
ご
號

三
六
八
)

一
八

失

ひ
、
議
會
は
輿
論
を
代
表
せ
ず
、
そ
め
威
鍛

を
損
す
る
と

い
ム
め
は
、
恐
ら
く
二
重

の
誇
張

で
あ

る
」
(四
白
九
頁
)

と
さ
れ
る
。
叉
、

「
國
民
投
票
制
度
が
議
會
主
義
と
調
和
し
難

い
も
の
で
あ

る
」
(四
一
九
頁
)
と

い
ふ
問
題
に
貌

て
は

「
議
會
主
義

の
立
瘍
か
ら
み
る
な
ち
ば
、
國
民
投
票
制
度

は
、
議
會

の
権
力
を
弱
め
、
議
會
独
占

の
権

力
を
削
ぐ
る

も
の
で
あ

る
、
然
し
、
國
民
投
藁
制
度
は
最
初
か
ら
、
正
に
そ
の
こ
と
を
日
的
と
し
π
の
で
あ
つ
先
。
絵
ら
に
甚
し

い
所
謂
議
會
圭
権

の
弊
に
堪

へ
粂

ね
禿
れ
ば
こ
そ
、
之
れ
を
制
限
す
る
必
要
か
ら
試
み
ら
れ
完
制
度
な
の
で
あ

る
」

(四
一
九
頁
)
、
從
つ
て

「
確
な

こ
と
は
、
國
民
投
票
制
は
、議
會
自
ら
善
事
を
な
さ
し

め
な

い
迄
も
、
そ
れ
が
す
る
悪
事

を
阻
止
し
得

る
こ
と
で
あ

る
。
議
會
の
力
を
弱
め
る
之
と
は
、そ

の
悪
を
爲
す
力
を
賜

め
る
こ
と
で
あ

る
」
(四
二
〇
頁
)

と
さ
れ

る
。

尚
、

こ
の
あ
と
に
國
民
投
票
制
度
と
他

の
問
題
と
の
関
係

を
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ら
れ
る
が
、

こ
＼
で
は
結
論

へ
い

そ

い
で
ゆ
か
う
。

さ
て
、
國
民
投
票
制
度
は
ど
ん
な
意
義
を
持

つ
か
。

「
國
民
投
票
制
は
保
守
的
か
進
歩
的
か
社
会
主
義

的
か
?
」
(四
三
五
頁
)、

河
村
教
授
は
次
ぎ
の
結
論

を
導

か
れ

て
ゐ

ら
れ

る
。

「
思
ふ
に
、
國
民
投
蘂
の
制
度
そ
れ
自
身

は
、
保
守
的
で
も
進
歩
的
で
も
社
会
主
義

的
で
も
な

い
。
そ
れ
は
無
色
透



明
の
浄
攻
璃

の
饒
で
あ
る
。
國
民
が
保
穿
的

な
れ
ば
、
保
守
的

の
像
を
映
じ
出
し
、
國
民
が
社
会
主
義

酌
な
れ
ば
、

社
会
主
義

的
な
姿
を
宿
す
。
結
果
が
保
守
的
で
あ

つ
て
も
進
歩
的
で
あ

つ
て
も
、
國
民
投

票
の
制
度
そ
れ
自
身
に
責

任
は
な

い
。
唯
、
議
會
政
治
が
、
民
意

の
實
相
を
歪
曲
し
完
縮
圖
を
書
き
出
す
こ
と
が
多

い
た
め
に
、
之
れ
に
比
し

て
或

は
よ
わ
保
守
的
と
な
う
、
或

は
よ
φ
進
歩
的
と
な
る
場
合
が
考

へ
得
ら
れ
る
の
み
」
(四
四
一責

)。

三

こ
＼
で
、
私
は

『
直
接
民
主

政
治
』

か
ら
教

へ
ら
れ
π
と
こ
ろ
を
考

へ
て
み
よ
う
。

河
村
教
授
著

『
直
接
民
主

政
治
』

は
弐
ぎ
の
二
つ
の
勲
に
於

い
て
特
出
せ
ら
る
。

一
、
資
料

の
豊
富
な
こ
と
、
資
料

の
豊
富

で
あ
る
之
と
は
こ
の
種
の
研
究
に
於

い
て
は
最
も
必
要
且
重
要
な
こ
と

、
せ
ら
れ

て
ゐ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
を
完
備
す
る
乙
と
は
極
め
て
至
難
で
あ

る
。
し
か
る
に
、
本
書
に
於

い

て
は
、
之
の
困
難
さ
が
完
全
に
取
う
除
か
れ
て
全
頁
悉
く
資
料

で
充
尤
さ
れ
、て
ゐ
る
。
例

へ
ば
、
直
接
民
主
政
治

の

由
來
、
ス
ヰ

ス
、
ド
イ
ツ

、
ア
メ
リ
カ

に
於
け
る
直
接
立
法
乃
至
國
民
投

票
制
度
の
探
用
等
に
關
し

て
は
、
特
に
著

し
く
資
料
的
に
豊
富

で
あ

る
。

叉
こ
れ

ら
の
主
要
國
に
就

い
て
ば

か
釦
で
な
く
、
ペ
ル
ジ
ッ
ク
、
イ
ギ
リ
ス
本
國
、

オ

ー
ス
ト
リ
ヤ
及
び
そ
の
他

の
ド
ミ

ニ
ォ
ン
、
ア
イ

ル
ラ

ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

、
チ
ェ
コ
メ

ロ
ヴ
キ
ァ
、
リ

ー
ヒ

河
村
叉
介
教
授
,直
接
民
主
致
治
」

(宇
賀
餌
)

(第
覧
巻

第
二
貌

三
六
九
)

一
九



河
村
又
介
教
授
「
直
接
民
主
欧
治
」

(
宇
賀
田
)

(第
五
巷

第
二
號
..
三
七
〇
)

二
〇

テ
ソ
シ
ュ
タ
イ
ン
、
デ

ン
マ
聾
ク
、
イ
ス
ラ

ン
ド
、

メ

ヱ
蜜
デ
ン
、
ノ
ル
ヱ
奮
及
び
、

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、

エ
ス
ト
ニ
ヤ
、

ラ

ト
ギ

ア
、

リ
ス
ァ

ニ
ア
、
ギ
リ

シ
ヤ
、

ス
ペ
イ
ン
等
す
べ
て
國
民
投
票
制
度
を
採
用
す
る
國
々
に
於
け
る
こ
の
種

の
制
度
は
細
大
洩
ら
さ
れ

る
こ
と
な

い
懐
で
に
そ
の
資
料
を
集

め
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
河
村
教
授
が
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、

「
我

々
が
共
通

の
地
盤
を
前
提
し
、
之
れ
に
立
脚
し
て
、
忠
實
な
事
實

の
観
察

と
論
理
と
を
以
て
、
説

明
を
押
し
進

め
て
行
く
な
ら
ば
…
…
あ
る
程
度
迄
は
互
に
肯

け
る
結
論
に
達
し
得
る
」
(
三
九
四
頁
)
こ
と
を
そ
の
懐

＼

に
實
謹
せ
ら
れ

旦
畏
書

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
に
も
拘
ら
ず
、
ド
イ
ツ

に
於
て
直
接
立
法
制
度
の
探
用

さ
れ

る
や

う
に
な

つ
π
ま
で
の
思
想
的
背
景
を
明
か
に
さ
れ

る
場
合

は
、

「
こ
の
問
題

に
就

て
未
だ
系
統
的
著
述

の
あ
る
を
知

ら
ず
、
手
許
の
資
料
叉
極
め
て
貧
弱
で
あ

つ
て
、
叙
述
甚
だ
粗
漏
な
る
こ
と
で
あ

る
」
(三
九
頁
)
と
云
は
れ
て
ゐ
る
の

は
、
必
ず
し
も
そ
の
儘
に
承
服
し
難

い
と
こ
ろ
で
あ

る
。

二
、
行
文
の
流
麗
な

こ
と
、
こ
の
種

の
研
究
書

の
よ
う
に
、
理
論
と
歴
史
と
が
織
り
込
め
ら
れ
π
場
合

に
は
、
行

文

の
流
麗
を
期
す
る
こ
と
が
甚
だ
至
難

で
あ

る
、
し
か
る
に
、
本
書
に
於

い
て
は
、
行
文

の
流
麗
、
暢
達
懐

こ
と
に

み
ご
と
な
も
の
で
あ

る
、
元
よ
釦
、
こ
＼
に
云
ふ
行
文
の
流
麗
と
は
、
唯
々

ひ
と
め
文
の
形
式
ば
か
う
を
云
ふ
の
で

な
く
、
文

の
内
容
構
造
そ
の
蓮
ぴ
方
を
云
ふ
の
で
あ
る
、
例

へ
ば
直
接
民
主
政
治
は

「
ア
ル
プ

ス
山
脹

の
谷
間
に
今

荷
存
続

し
て
ゐ
る

ス
ヰ

ス
人

の
民
會
」
究

頁
)

に
こ
れ
を
見
出
し
得
る
と
云
は
れ
た
筆
が

、
そ
の
ま
＼
に
、
直
接
民



圭

政
治
乃
至
國
民
投
票
制
度

の
発
展

を
示

さ
れ
て

「
然
ら
ば
、

ス
ヰ
ス
の
花
は
、
他

の
國
土
に
移
し
植
え
て
は
.
果

を
結
ぱ
な

い
か
?
」
(
一
一一六
頁
)
と
登
問
せ
ら
れ

る
と

こ
ろ
、

ス
ヰ
メ
の
國
土
、

ス
ヰ

ス
の
直
接
立
法
制
度
を
知
る
と

知

ら
臓
と
に
拘
ら
ず
、
均
し
く
、

ス
ヰ

ス
の
國
土
を
思
ひ
、

ス
ヰ
。ス
の
直
接
立
法
制
度
を
考

へ
し
め
な

い
で
は
を
か

臓
迫
力
を
持
た
れ

て
ゐ
る
、
更
に
文
の
行
く
と

こ
こ
ろ
、
こ
の
ス
ヰ

ス
の
花
は
、或
は
ア
メ
リ
カ

に
或
は
ド
イ
ツ

に
移

し
植
え
ら
れ
π
こ
と
を
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
が

、
そ
れ
は
、
丁
度
、
ア

ル
プ
ス
山
脈
の
谷
間
に
嘆

い
た
花
が
山
を
越

え
海

を
渡

つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
険
き
出

で
た

こ
と
を
想
起

さ
せ
る
よ
う
な
美

し
さ
に
充
ち
π
蓮
び
方
で
あ
る
、

唯

々
行
文
頗

る
流
麗
と
云
ふ
外

は
な

い
。

だ
が

、
私
は
、
國
民
投
票
制
度
の
最
も
根
本
的
問
題
で
あ
る
次
ぎ

の
一
一
つ
.の
黙
に
於

て
、
河
村
教
授
の
読
か
れ

る

と

こ
ろ
を
深
く
味

つ
て
み
尤

い
。

一
、
國
民
投
票
制
度
は
議
會
制
度

を
補
足
し
得
る
や
、
議
會
制
度
が
絶
対

に
必
要
で
あ
る
乙
と
に
就
て
は
、
私

竜

亦
河
村
教
授
に
賛
成
で
あ
る
、
從

つ
て
先
き
に
引
用
し
π
よ
う
に
、
単
な
る

補
充
的
意
義
を
有

つ
に
過
ぎ
な

い
と
こ

ろ

の
國
民
投
票
の
制
度
が
議
會
制
度
を
犠
牲
に
於

て
利
益

を
も
た
ら
す

の
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
の
犠
牲
と
利
益

と
を

秤
量
し
て
、害
を
補
う
て
絵

卦
あ
る
利
が
あ

る
の
で
な
け
れ
ば

こ
の
制
度
を
推
奨
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
(
四
一
八
頁
)

と
云
は
れ

る
の
も
亦
正
し
い
と
思
ふ
。
し
か
し
、

そ
こ
に
提
示
さ
れ
π
三
つ
の
黙

(四
一
八
-
四
二
〇
頁
)
は
議
會
制
度

河
村
叉
介
教
授
「
直
接
民
主
政
治
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巻

第
二
號

三
七
こ

一二



河
村
叉
奔
教
授
「
直
接
民
主
政
治
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巻

第
三
號

三
七
二
∀

ニ
ニ

の
犠
牲
を
よ
ム
大
な
ら
し
め
る
も
の
で
な
か
ら
う
か
、
三
つ
の
勲

と
は
、
先
き
に
も
引
用

し
π
や
う
に
、
國
民
投
票

制
度

の
探
用

は
、
第

一
に
、
議
會
を
し
て
盆
々
無
責
任
な
ら
し
め
る
こ
と
、
第

二
に
、
議
會

の
権
威
を
失
墜

せ
し

め

る
こ
と
、
第
三
に
、
議
會
主
義

と
調
和
せ
a
こ
と
で
あ
る
。

河
村
教
授

は
、
第

一
の
黙
に
就

て
は
、
先
き
に
も
引
用
し
π
よ
う
に
、
議
會

は
既
に
充
分
無
責

任
に
な
ム
切

つ
て

ゐ
る
か
ら
そ
の
上
無
責
任
に
な

む
得
や
う
が
な

い
と
云
は
れ

て
ゐ
る
。
し
か
し
な
が
ら
假
令
既
に
充
分
無
責
任
に
な

う
切
つ
て
ゐ
る
議
會
に
せ
よ
、
そ
の
責
任
を
呼
び
必
こ
し
、

こ
れ
を
し
て
責
任
あ
ら
し

め
る
こ
と

こ
そ
必
要
で
あ
る

と
共
に
、
議
會
を
し
て
責
任
あ
ら
し
め
る
よ
う
な
手
段
を
と
る
こ
と
こ
そ
、
そ
の
補
完
的
意
義
を
持

つ
竜

の
で
あ
る

と
云

へ
る
の
で
な
か
ら
う
か
。
始
め
か
ら
議
會

の
無
責
任
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
さ
れ

て
ゐ
ら
れ
る
の
は
、
議
會
制

度

そ
の
も

の
＼
崩
壊
を
豫
定

さ
れ

る
も

の
で
あ

る
と

の
處
を
抱
か
し
め
な

い
で
あ
ら
う
か
。

第
二
の
黙
に
就

て
は
、
議
會
の
遣
徳
的
権
威
は
之
の
制
度

の
有
無
に
拘
ら
ず
、
既
に
地
を
佛

つ
て
ゐ
る
と
云
は
れ

て
ゐ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
假
令
議
會
の
権
威
は
既
に
地
を
梯

つ
て
ゐ
る
に
せ
よ
、
そ
の
梅
威
を
回
復
し
、
こ
れ
を

し
て
梅
威
あ
ら
し

め
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
共
に
、
議
會
を
し
て
梅
威
あ
ら
し

め
る
よ
う
な
手
段
を
と

る
こ
と

こ
そ
、
そ
の
補
完
的
意
義

を
持

つ
も
の
で
あ
る
と
云

へ
る
の
で
な
か
ら
う
か
。
始
め
か
ら
議
會

の
梅
威

の
失
墜
す

る

こ
と
を
前
提
と
さ
れ
て
ゐ
ら
れ
る
の
は
、
議
會
制
度

そ
の
も
の
、
無
親
を
豫
定

さ
れ
る
も
の
で
な

い
で
あ
ら
う
か
。
、



第
三
の
黙
に
就
て
は
、
こ
の
髄
度
は
最
切
か
ち
議
會

の
槽
力
、を
弱
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
あ

る
と
云
は
れ

て
ゐ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
假
令
議
會

の
梅
力
が
強

い
に
ぜ
よ
、
そ
の
檬
力
を
合
理
化
し
、
.ζ
れ
を
し

て
合
理
的
に

構
力
あ
ら
し
め
る
こ
と

こ
そ
必
要
で
あ
る
と
共
に
、
議
會
を
し
て
合
理
化

せ
し
め
る
よ
う
な
手
段
を
と

る
こ
と
こ
そ

そ
の
補
完
的
意
糞
を
持

つ
も

の
で
あ

る
と
云

へ
る
の
で
な
か
ら
う
か
、
始
め
か
ら
議
會
の
権
力
を
弱
め
る
こ
と
を
前

提
と
さ
れ
て
ゐ
ら
れ

る
の
は
、
議
會
制
度
そ
の
も

の
と

の
不
調
和
を
豫
定
さ
れ
る
も

の
で
な

い
で
あ
ら
う
か
。

河
村
教
授

の
あ
げ
ら
れ
π
三
つ
の
黙
が
若
し
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
示
す
も
の
と
し
控
な
ら
ば
、
國
民
投
票
制
度

の
採
用

は
、

議
會
制
度
に
対
し

著
し

い
犠
牲
を
要
求
す
る
も

の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
臓
、

と
し
尤
な
ら
ば
、
河

村
教
授
の
指
摘

せ
ら
れ
る
や
う
に
、

こ
の
制
度
を
推
奨
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
な
か
ら
う

か
、
と
云
ぷ
の
は
、
私
見
に
依
れ
ば
、
議
會
制
度
と
國
民
投
票
制
度
と
は
、
均
し
く
民
意

を
尊
重

し
、
民
意

の
暢
達

を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
雨
制
度
の
質
的
意
義
に
於
て
は
根
本
的
に
差
異
が
あ

る
の
で
あ

る
o
質
的
意
義

に

於

て
根
本
的
差
異
を
持

つ
と
こ
ろ
の
二
つ
叉
は
二
つ
以
上

の
制
度
を
互

に
併
用
す
る
こ
と
は
、
畢
覧
両
者

が
融
和
統

合
す
る
代
う
に
抗
争

排
斥

す
る
の
結
果
を
齎
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
於
て
云

へ
ば
、
議
會
制
度

の
傍
に
國
民

投
票
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
議
會
制
度

の
存
在
を
空
虚
な
ら
し
め
、
議
會
政
治

の
嚢
退
を
迅
蓮
な
ら
し
め
る
こ

と
こ
そ
す
れ
ー

そ
れ
は
叉

一
つ
の
意
味
を
持
つ
と
い
ふ
立
瘍
も
あ
ら
う
が
ー

議
會
制
度
の
補
完
工
作
の
任
務
を

湾
村
叉
介
教
授
「
直
凄
民
主
攻
濃
」

(字
賀
田
)

(鑛
玉
巷

鎮
二
難

三
七
ヨ
)

輔ご
昌



滑
村
又
介
教
授
「
直
接
民
主
政
治
」
(宇
賀
田
)

(第
五
巻

第
二
難

三
七
四
)

二
四

充
分
に
果
π
し
得
な

い
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

二
、
國
民
投
票
制
度
は
無
色
透
明

の
浮
破
璃
の
鏡
な
う
や
、
河
村
教
授
に
依
れ
ば
、
先
き
に
も
引
用

し
泥
や
う
に

國
民
投
票
制
度

そ
れ
自
身

は
、
保
守
的
で
も
進
歩
的
で
も
社
会

主
義
的
で
も
な

い
、
そ
れ
は
無
色
透
明

の
浮
破
璃

の

鏡
で
あ
る
。
國
民
が
保
守
的
な
れ
ば
、
保
守
的

の
像
を
映
し
出
し
、
國
民
が
社
会

主
義
的
な
れ
ば
、
社
会
主
義

的
な

姿
を
爲
す
。
結
果
が
保
守
的

で
あ

つ
て
も
進
歩
的
で
あ

つ
て
も
、
國
民
投
票

の
制
度
そ
れ
自
身
に
責
任
は
な

い
。

し

か
し
な
が
ら
、
國
民
投
票
制
度
、
こ
れ
を
抽
象
的
に
云
ふ
な
ら
ば
、

一
般
的
制
度
は
、
か
く

の
如
き
無
色
透
明へ

の
浄
破
璃

の
鏡

で
あ

る
で
あ
ら
う
か
、
こ
れ
を
國
民
投
票
制
度
に
就
て
聴
か
う
、
先
き
に
も
引
用

し
尤
や
う
に
、

ス

ヨ

ヘ

へ

ゐ

あ

ヘ

ヤ

カ

ぬ

も

へ

ゐ

ぬ

ヘ

カ

も

ヘ

へ

も

む

ヘ

へ

も

へ

あ

ヤ

ヤ

へ

ゐ

も

ヤ

ろ

あ

も

へ

も

ミ

ヘ

へ

あ

ヘ

ヘ

ヘ

ヰ
ス
に
於
け
る
こ
の
制
度
が

、
ゲ

ル
マ
ン
の
遺
産
で
あ
今
、
フ
ラ
ン
ス
に
於

け
る
も

の
が
、
自
然
法
思
想
の
結
晶
で

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

あ
う
、
ア
メ
リ
カ

の
そ
れ
が
、
多
分
に
清
教
徒

の
精
神
を
具
現
し
て
ゐ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ

の
そ
れ
は
、
肚

へ

も

も

カ

ヤ

ぬ

へ

も

へ

も

ヤ

も

も

リ

へ

ら

あ

ゐ

も

う

へ

ゐ

會
主
義
的
思
想
の
現
れ

で
あ

る
と

い
ふ

こ
と
も
で
き
よ
う
と
云
は
れ
る
の
は
、
正
當
な
主
張

と
肯
か
れ
る
。
唯
、
若

し

こ
の
主
張

が
正
當

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
國
民
投
票
制
度
は
、
そ
の
各

々
に
於
て
各

々
の
具
騰
的
事
情

に
鷹
じ

て
出

生
し
π

こ
と
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

乙
れ
を

ス
ヰ

ス
の
例
に
就
て
み
る
な
ら
ば
、

「
ス
ヰ
ス
の
や
う
な
制
度
が
、

何
れ

の
國
土
、

何
れ

の
國
民
に
於

て
も
常
に
満
足
を
買
ム
も

の
と
は
限
ら
な

い
」
《
三

六
頁
)。
從

つ
て
、
「
國
民
立
法

の
歴
史

で
何
う
し
て
も
見
逃
し
て



な
ら
椴
重
要
な
制
度

」
(
=

頁
)
と
し
て
畢
げ
ら
れ

て
ゐ
る
、

グ
ラ
ゥ
ピ
ュ
ン
デ
ン
と
ワ
リ
ス
と
に
於
け
る

レ
フ
ニ
レ

ン
ダ

ム
は
、

河
村
教
授
の
示
さ
れ
る
や
う
に
、

こ
の
地
方
特
有

の
事
情

に
そ
の
根
擦
が
あ

つ
泥
の
で
は
な

い
で
あ

ら
う
か
。

叉
、
ア
メ
リ
カ

の
例
に
就

て
み

る
も
、
ア
メ
リ
カ

に
於
け
る
直
接
立
法
制
度

の
由
來
に
就

て
は
、
河
村
教
授
の
読

か
れ

る
や
う
に
、
プ
ラ
イ

ス
に
し
て
も
、
ハ
ッ
チ
証
ッ
ク
に
し
て
も
、
オ
貰
バ
「
ホ
ル
ッ
ァ
奮
に
し
て
も
、

い
つ
れ
も
そ

の
特
殊
的
事
情

の
存
在
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
こ
と
が
明
か
で
あ

る
。
そ
こ
で
、

「
三
人

の
學
者

の
力
説
す
る
黙
は
、

そ
れ
み
＼

異
な
る
が
、
然
し
そ
れ
等
は
、
必
ず
し
も
相
容
れ

臓
も
の
で
は
な

い
、
思
ふ
に
、
独
立

當
時
の
ア
メ
リ
カ

人
は
、
新
教

の
信
仰
に
よ

つ
て
、
直
接
民
主

政
治

の
育

つ
べ
き
思
想
的
根
底
を
充
分
に
培
は
れ
て
ゐ
π
で
あ
ら
う
」

(
二
一
頁
)
と

い
ふ
こ
と
が
妥
當
さ
れ
る
し
、更
に
、國
民
投
票
制
度

の
登
達
に
就

て
も
亦
先
き
に
引
用
し
π
や
う
に
、

ア
メ
リ
カ

に
於
け
る
憲
法
の
國
民
投
票
が
、
こ
の
國
固
有

の
思
想
と
特
有

の
事
情
に
促
さ
れ

て
、
凋
特

の
登
達
を
途

げ
π
も
の
で
あ
る
と

い
ふ

こ
と
も
亦
肯
け
る
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ

の
例
に
就
て
も
亦
同
様
な

こ
と
が
云

へ
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
點

に
就
て
、
河
村
教
授
は
、
先
き
に
引
用

し

禿
や
う
に
、
國
民
投
票
制
度
は
民
主

々
義

の
嫡
出
子

で
あ

つ
π
が
、
民
主
主
義

と
社
会
主
義

の
因
縁
の
故
に
屡

々
肚

會
主
義

の
養
嗣
子
と
な
つ
尤
だ
け
で
あ

る
と
云
は
れ
る
が
、
果
し
て
、
そ
の
や
う
な
こ
と
で
あ

つ
π
ら

う
か
。
假
卦

河
村
又
介
教
授
「
直
接
民
主
政
治
」

(宇
賀
田
)

(第
五
巻

第
二
貌

三
七
五
》

二
五



滞
村
又
介
敦
携
「
直
接
昆
圭
慶
濤
」

(寧
賛
厩
)

(
第
蓋
唇

第
二
襲

繭昌
七
六
》

二
六

に
蓉
の
や
う
な
事
實
あ
ち
と
し
て
も
、
當
時

の
民
主
主
義

と
魅
會
主
義

と
の
関
係

か
ら
み
れ
ば
.
砒
會
主
義

の
養
嗣

子
た
う
得
π
國
民
投
票
制
度

は
、
既
に
、
民
主
主
義

の
嫡
出
子
禿
る
こ
と
か
ら
離
脱
し
π
も
の
で
な
か
ら
う
か
、
少

く
と
も
、
ド
イ
ツ

に
於
て
、
國
民
投
票
制
度
が
社
会

主
義
的
窯
涙
か
ら
の
支
持

を
獲
得
し
泥
の
は
、
こ
れ
が
社
会

圭

義
的
制
度
と
し

て
承
認
せ
ら
れ

る
こ
と
を
前
提
と
し
π
た
め
で
な
か
ら
う
か
、
だ
か
ら

こ
そ
、
河
村
教
授

の
説
か
れ

る
や
う
に
、
當
時
、
社
会
民
主

窯
を
始
め
各
政
黙
が
國
民
投
稟
制
度
に
關
す

る
論
孚
を
繰
返
す

て
と
k
依

つ
て
、
こ

れ
を
し
て
、

自
己

の
立
楊

に
有
利
な
ら
し
め
や
う
と
欲
し
π
の
で
な
か
ら
う
か
、

と
云
ム
諸
點

を
観
察
し
て
ゆ
く

と

、
國
民
投
票
制
度

は
無
色
透
明
の

浮
破
璃

の
鏡

で
あ

る
と
云
ふ
結
論

は
、

そ
の
儘
に

直
ち
に
承
認
し
難

い
も
の

で
あ
る
と
思
ム
、

と
云
ふ
の
は
、

私
見

に
依
れ
ば
、

濁
め
國
民
投
票
制
度
ば
か
む
で
な
く
、

一
般
的
制
度
に
於

て

も
亦
、
凡
そ
制
度
が
制
度
と
し
て
存
在
す
る
π
め
に
は
、
.
そ
れ
自
身

そ
の
猿

つ
て
來

る
所

の
特
殊
的
具
醗
的
事
情
あ

る
も
の
で
あ

る
。
從
つ
て
、
制
度
そ
の
も
の
は
、
制
度

の
本
質

の
上
に
及
び
制
度
の
技
術
の
上
に
、
そ
の
縷

つ
て
來

る
所

の
特
殊
的
具
体
的

事
情
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
國
民
投
票
制
度

に
於

て
も
亦
そ
れ
は
そ
の
擦

つ
て
來
る
所

の
特
殊
的
具
膿
的
事
情
を
反
映

す
る
も
の
で
あ

つ
て
、
そ
れ
自
身
無
色
透
明

の
浮
破
璃

の
鏡
で
な

い
と

思
ふ
。



四

こ
の
所
謂
非
常
時
と
云
ふ
恰
も

デ

モ
ク
ラ
テ
ィ
ー
排
撃
時
代
で
も
あ

る
か
の
や
う
な
時
に
、
河
村
教
授

の

『
直
接

民
主

政
治
』

を
讃
了
し
て
の
威
じ
は
、
あ

の
蒸
暑

い
眞
夏
の
日
に
叩
き

つ
け
ら
れ
る
や
う
な
俄
雨
を
う
け
π
あ
と
の

爽
快
さ
で
あ
る
。
こ
の
爽
快
さ
に
ひ
π
今
な
が
ら
、
今
、
私
は
、
巻
を
ふ
せ

つ
＼
こ
の
書

の
出
現
を
心
か
ら
威
謝
し

な

い
鐸
に
ゆ
か
な

い
氣
持
ち
で
あ
る
。
舷
に
、
河
村
教
授

の
學
識
に
賠
き
、
河
村
教
授

の
人
格
に
鯛
れ
ん
と
翼
ふ
者

は
、
先
づ
こ
の

一
巻
を
精
讃

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
牢
記

し
て
欄
筆

し
禿

い
。

ー

昭
和
十
年
三
月
十
九
日
1

河
村
又
介
教
授
「
直
接
民
主
政
治
」

(字
賀
田
)

(第
五
巻

第
二
號

三
七
七
)

二
七


